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居住する AN語族メラネシア l集団(バロパ)、ソロモン諸島に居住する AN語族メラネシア 2集団(ムンダ、



















合でも、 rs34623097-Aアリルが肥満と最も強い関連を示した (p= 5.6 x 10~ ， odds ratio [OR] = 2.5)。
rs34623097の遺伝子型と BMIの共分散分析から、 GG遺伝型と比較して、 Aアリルがアリル数依存的に BMI
高値と関連することも見出した。
rs34623097 -Aアリルと 27Gluには、連鎖不平衡が認められた。 rs34623097-Aや27Gluを含め、単独で関連
を示す5つのアリルを独立変数として同時にロジスティック回帰分析を施行したところ、 rs34623097のみが
肥満と有意な関連を示した。
























すことを見いだしたo rs34623097 -Aアリルは ADRB2の発現量を低下させることから、 ADRB2の発現量低
下が肥満を惹起する要因のーっと考えられる。
審査の結果の要旨
本論文はこれまで民族問で結果が一致しなかった ADRB2遺伝子多型と肥満の関連に関して、オセアニア
集団を対象に解析することにより、この関連が分子進化過程に基づく民族依存的な遺伝子構成によることを
明らかにした意義深い論文である。本論文は、肥満には民族依存的な要因が絡んでいること、 ADRB2遺伝
子の機能が肥満に関係していることが明確に示す論文として広く引用されるであろう。
平成 25年 1月8日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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